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　「さ
あ
家
で
勉
強
を
始
め
よ
う
」

と
意
気
込
ん
で
家
庭
学
習
に
取
り

掛
か
る
前
に
、家
庭
で
の
生
活
習

慣
や
学
習
環
境
を
振
り
返
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　「
寝
る
時
間
が
遅
い
」「
朝
食
を

食
べ
な
い
で
学
校
に
行
く
」「
テ
レ

ビ
を
見
な
が
ら
、携
帯
電
話
を
操

作
し
な
が
ら
勉
強
を
す
る
」と

い
っ
た
生
活
習
慣
や
学
習
環
境

は
、集
中
力
を
散
漫
に
さ
せ
、学
力

低
下
の
原
因
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　ま
た
、子
供
た
ち
は「
自
分
は
勉

強
が
で
き
な
い
」と
意
識
し
て
し

ま
う
と
、自
分
か
ら
机
に
向
か
っ

て
勉
強
す
る
こ
と
を
避
け
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。そ
の
結
果
、学
校
の

勉
強
に
つ
い
て
い
け
な
く
な
る
と

い
っ
た
、マ
イ
ナ
ス
の
ス
パ
イ
ラ
ル

（
連
鎖
）に
陥
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　家
庭
学
習
を
習
慣
化
さ
せ
る
た

め
に
は
、勉
強
に
向
か
う
姿
勢
、つ

ま
り「
生
活
習
慣
」や「
学
習
環
境
」

を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。「
家

庭
学
習
の
す
す
め
」に
は「
テ
レ
ビ

や
ゲ
ー
ム
を
す
る
時
間
は
決
め
て

い
る
か
」「
携
帯
電
話
を
使
う
と
き

の
約
束
は
決
め
て
い
る
か
」な
ど

具
体
的
な
項
目
を
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、簡
単
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

「家庭学習を始める前に、子供たちの
　生活習慣や学習環境をチェック」

　「た
だ
単
に『
家
庭
学
習
を
し
ま

し
ょ
う
』と
言
わ
れ
て
も
、実
際
に

何
を
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
ら

い
い
の
か
分
か
ら
な
い
よ
」と
悩
ん

で
い
る
子
供
た
ち
の
た
め
に
、こ
の

冊
子
に
は
小
学
1
年
生
か
ら
中
学

3
年
生
ま
で
、学
年
お
よ
び
教
科

ご
と（
小
学
1
・
2
年
生
は
国
語
・

算
数
の
2
教
科
、小
学
3
〜
6
年

生
は
国
語
・
算
数
・
理
科
・
社
会
の

4
教
科
、中
学
生
は
国
語
・
数
学
・

理
科
・
社
会
・
英
語
の
5
教
科
）に

家
庭
学
習
で
行
う
べ
き
内
容
が
具

体
的
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。根

気
強
く
コ
ツ
コ
ツ
実
践
す
れ
ば
、

必
ず
学
力
は
向
上
す
る
は
ず
で

す
。　ま

た
、学
習
ノ
ー
ト
の
使
い
方

が
ま
だ
不
慣
れ
な
小
学
1
・
2
年

生
の
児
童
に
は
、「
家
庭
学
習
ノ
ー

ト
の
れ
い
」と
い
っ
た
実
例
を
掲
載

し
て
ノ
ー
ト
の
書
き
方
を
紹
介
し

ま
し
た
。さ
ら
に
、各
学
年
で
習
っ

て
い
な
い
漢
字
は
使
用
し
な
い
な

ど
、言
葉
の
表
現
に
も
配
慮
し
た

内
容
に
し
ま
し
た
の
で
、誰
で
も

利
用
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「小学1年生から中学3年生まで、
　すべての児童・生徒に的確な
　アドバイス」

　「
早
く
勉
強
を
し
な
さ
い
」と

言
っ
て
、子
ど
も
に
勉
強
す
る
こ

と
を
促
し
て
い
ま
せ
ん
か
。し
か

し
、子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
、そ
の

対
応
は
逆
効
果
な
の
で
す
。一
方
的

に
言
わ
れ
る
と
、学
ぶ
意
味
や
面

白
さ
を
感
じ
ら
れ
な
く
な
り
、「
勉

強
し
よ
う
」と
い
う
意
欲
が
わ
か

な
く
な
り
ま
す
。そ
れ
よ
り
も
、保

護
者
の
温
か
い
助
言
や
励
ま
し
の

言
葉
で
子
供
た
ち
は
や
る
気
を
起

こ
す
の
で
す
。こ
の
冊
子
に
は
、

「
子
ど
も
が
や
る
気
に
な
る
魔
法

の
言
葉
」の
一
例
が
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。

　ま
た
、保
護
者
に
対
し
て
も
、教

科
ご
と
に
家
庭
学
習
の
内
容
や
学

習
時
間
の
目
安
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、子
ど
も
の
家
庭
学
習

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

 

　「
勉
強
は
学
校
で
す
る
も
の
だ

か
ら
、保
護
者
は
関
わ
ら
な
い
」と

い
う
意
識
を
持
っ
て
い
て
は
、家
庭

学
習
は
定
着
し
ま
せ
ん
。「
こ
の
冊

子
は
、家
庭
学
習
を
習
慣
化
で
き

る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
」と
思
っ
て
、

子
ど
も
と
一
緒
に
、こ
の
冊
子
を
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

「保護者も安心。子どもに対する
　アドバイスが満載」授業で得ることができた喜びを

　　一過性のものにしてはいけない　

行田市教育委員会
中村 猛　教育長

Interview （インタビュー）

　子供たちは、学校の授業を理解できると「できた」
「分かった」と喜びの表情を浮かべます。その喜びを
「一過性のものにしたくない。家庭にもつなげていきた
い」という思いから、「家庭学習のすすめ」を作成しま
した。この冊子を活用することで、子供たちの学びの
場を充実させることができると確信しています。学校
で理解してきたことを家庭でさらに深めるためには、
親のサポートは不可欠です。しかし、最近は親が忙し
く、子どもと関わる時間が少なくなっているようです。
「家庭学習のすすめ」を参考にしながら、親子で家庭学

習の方法などについてじっくり語り
合ってみてください。学力が向
上するだけでなく、親子のき
ずなが深まり、豊かな心も育
まれるものと考えています。

　変化の激しい時代を生きていくためには、基礎的・基本的な知識・技能だけでなく、
それらを活用して課題を解決できる思考力・判断力・表現力が求められています。
それらの力を最大限伸ばすためには、家庭学習を欠かすことはできません。
　学校と家庭がしっかりとスクラムを組むことで、子供たちに確か
な学力とこれからの時代を生き抜く力を定着させることができま
す。今日から、子供たちの「生きる力」を一緒に育んでいきましょう。

　変化の激しい時代を生きていくためには、基礎的・基本的な知識・技能だけでなく、
それらを活用して課題を解決できる思考力・判断力・表現力が求められています。
それらの力を最大限伸ばすためには、家庭学習を欠かすことはできません。
　学校と家庭がしっかりとスクラムを組むことで、子供たちに確か
な学力とこれからの時代を生き抜く力を定着させることができま
す。今日から、子供たちの「生きる力」を一緒に育んでいきましょう。

家庭学習のすすめ
今日から家での勉強はバッチリ

　行田市学力向上推進委員会では、「本気で家庭学習を！」を合言葉に、保護者と教師の協力を得
ながら「家庭学習のすすめ」行田版モデルを作成しました。
　「『家庭学習』と言われても、何をすればいいの」と悩んでいた方は、これを活用すれば大丈夫。
　「家庭学習のすすめ」は行田市教育委員会ホームページに掲載されていますので、ご覧ください。

うちの子
家で勉強しないんです

特集

▶問い合わせ　学校教育課指導担当☎556―8316▶問い合わせ　学校教育課指導担当☎556―8316

62013. 3 　市報 ぎょうだ



23 1
　「さ
あ
家
で
勉
強
を
始
め
よ
う
」

と
意
気
込
ん
で
家
庭
学
習
に
取
り

掛
か
る
前
に
、家
庭
で
の
生
活
習

慣
や
学
習
環
境
を
振
り
返
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　「
寝
る
時
間
が
遅
い
」「
朝
食
を

食
べ
な
い
で
学
校
に
行
く
」「
テ
レ

ビ
を
見
な
が
ら
、携
帯
電
話
を
操

作
し
な
が
ら
勉
強
を
す
る
」と

い
っ
た
生
活
習
慣
や
学
習
環
境

は
、集
中
力
を
散
漫
に
さ
せ
、学
力

低
下
の
原
因
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　ま
た
、子
供
た
ち
は「
自
分
は
勉

強
が
で
き
な
い
」と
意
識
し
て
し

ま
う
と
、自
分
か
ら
机
に
向
か
っ

て
勉
強
す
る
こ
と
を
避
け
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。そ
の
結
果
、学
校
の

勉
強
に
つ
い
て
い
け
な
く
な
る
と

い
っ
た
、マ
イ
ナ
ス
の
ス
パ
イ
ラ
ル

（
連
鎖
）に
陥
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　家
庭
学
習
を
習
慣
化
さ
せ
る
た

め
に
は
、勉
強
に
向
か
う
姿
勢
、つ

ま
り「
生
活
習
慣
」や「
学
習
環
境
」

を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。「
家

庭
学
習
の
す
す
め
」に
は「
テ
レ
ビ

や
ゲ
ー
ム
を
す
る
時
間
は
決
め
て

い
る
か
」「
携
帯
電
話
を
使
う
と
き

の
約
束
は
決
め
て
い
る
か
」な
ど

具
体
的
な
項
目
を
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、簡
単
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

「家庭学習を始める前に、子供たちの
　生活習慣や学習環境をチェック」

　「た
だ
単
に『
家
庭
学
習
を
し
ま

し
ょ
う
』と
言
わ
れ
て
も
、実
際
に

何
を
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
ら

い
い
の
か
分
か
ら
な
い
よ
」と
悩
ん

で
い
る
子
供
た
ち
の
た
め
に
、こ
の

冊
子
に
は
小
学
1
年
生
か
ら
中
学

3
年
生
ま
で
、学
年
お
よ
び
教
科

ご
と（
小
学
1
・
2
年
生
は
国
語
・

算
数
の
2
教
科
、小
学
3
〜
6
年

生
は
国
語
・
算
数
・
理
科
・
社
会
の

4
教
科
、中
学
生
は
国
語
・
数
学
・

理
科
・
社
会
・
英
語
の
5
教
科
）に

家
庭
学
習
で
行
う
べ
き
内
容
が
具

体
的
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。根

気
強
く
コ
ツ
コ
ツ
実
践
す
れ
ば
、

必
ず
学
力
は
向
上
す
る
は
ず
で

す
。　ま

た
、学
習
ノ
ー
ト
の
使
い
方

が
ま
だ
不
慣
れ
な
小
学
1
・
2
年

生
の
児
童
に
は
、「
家
庭
学
習
ノ
ー

ト
の
れ
い
」と
い
っ
た
実
例
を
掲
載

し
て
ノ
ー
ト
の
書
き
方
を
紹
介
し

ま
し
た
。さ
ら
に
、各
学
年
で
習
っ

て
い
な
い
漢
字
は
使
用
し
な
い
な

ど
、言
葉
の
表
現
に
も
配
慮
し
た

内
容
に
し
ま
し
た
の
で
、誰
で
も

利
用
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「小学1年生から中学3年生まで、
　すべての児童・生徒に的確な
　アドバイス」

　「
早
く
勉
強
を
し
な
さ
い
」と

言
っ
て
、子
ど
も
に
勉
強
す
る
こ

と
を
促
し
て
い
ま
せ
ん
か
。し
か

し
、子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
、そ
の

対
応
は
逆
効
果
な
の
で
す
。一
方
的

に
言
わ
れ
る
と
、学
ぶ
意
味
や
面

白
さ
を
感
じ
ら
れ
な
く
な
り
、「
勉

強
し
よ
う
」と
い
う
意
欲
が
わ
か

な
く
な
り
ま
す
。そ
れ
よ
り
も
、保

護
者
の
温
か
い
助
言
や
励
ま
し
の

言
葉
で
子
供
た
ち
は
や
る
気
を
起

こ
す
の
で
す
。こ
の
冊
子
に
は
、

「
子
ど
も
が
や
る
気
に
な
る
魔
法

の
言
葉
」の
一
例
が
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。

　ま
た
、保
護
者
に
対
し
て
も
、教

科
ご
と
に
家
庭
学
習
の
内
容
や
学

習
時
間
の
目
安
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、子
ど
も
の
家
庭
学
習

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

 

　「
勉
強
は
学
校
で
す
る
も
の
だ

か
ら
、保
護
者
は
関
わ
ら
な
い
」と

い
う
意
識
を
持
っ
て
い
て
は
、家
庭

学
習
は
定
着
し
ま
せ
ん
。「
こ
の
冊

子
は
、家
庭
学
習
を
習
慣
化
で
き

る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
」と
思
っ
て
、

子
ど
も
と
一
緒
に
、こ
の
冊
子
を
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

「保護者も安心。子どもに対する
　アドバイスが満載」授業で得ることができた喜びを

　　一過性のものにしてはいけない　

行田市教育委員会
中村 猛　教育長

Interview （インタビュー）

　子供たちは、学校の授業を理解できると「できた」
「分かった」と喜びの表情を浮かべます。その喜びを
「一過性のものにしたくない。家庭にもつなげていきた
い」という思いから、「家庭学習のすすめ」を作成しま
した。この冊子を活用することで、子供たちの学びの
場を充実させることができると確信しています。学校
で理解してきたことを家庭でさらに深めるためには、
親のサポートは不可欠です。しかし、最近は親が忙し
く、子どもと関わる時間が少なくなっているようです。
「家庭学習のすすめ」を参考にしながら、親子で家庭学

習の方法などについてじっくり語り
合ってみてください。学力が向
上するだけでなく、親子のき
ずなが深まり、豊かな心も育
まれるものと考えています。

　変化の激しい時代を生きていくためには、基礎的・基本的な知識・技能だけでなく、
それらを活用して課題を解決できる思考力・判断力・表現力が求められています。
それらの力を最大限伸ばすためには、家庭学習を欠かすことはできません。
　学校と家庭がしっかりとスクラムを組むことで、子供たちに確か
な学力とこれからの時代を生き抜く力を定着させることができま
す。今日から、子供たちの「生きる力」を一緒に育んでいきましょう。

　変化の激しい時代を生きていくためには、基礎的・基本的な知識・技能だけでなく、
それらを活用して課題を解決できる思考力・判断力・表現力が求められています。
それらの力を最大限伸ばすためには、家庭学習を欠かすことはできません。
　学校と家庭がしっかりとスクラムを組むことで、子供たちに確か
な学力とこれからの時代を生き抜く力を定着させることができま
す。今日から、子供たちの「生きる力」を一緒に育んでいきましょう。

家庭学習のすすめ
今日から家での勉強はバッチリ

　行田市学力向上推進委員会では、「本気で家庭学習を！」を合言葉に、保護者と教師の協力を得
ながら「家庭学習のすすめ」行田版モデルを作成しました。
　「『家庭学習』と言われても、何をすればいいの」と悩んでいた方は、これを活用すれば大丈夫。
　「家庭学習のすすめ」は行田市教育委員会ホームページに掲載されていますので、ご覧ください。

うちの子
家で勉強しないんです

特集

▶問い合わせ　学校教育課指導担当☎556―8316▶問い合わせ　学校教育課指導担当☎556―8316

7




